名寄地区における精神保健医療福祉の源流に関する一考察：1980年代の社会復帰活動の創出を中心に by 松浦 智和 & 永井 順子
























































市立総合病院精神科 床（ 年の名寄地区の人口を総計すると 人となるため ）、人口万対
床）、同病院精神科デイケア（「大規模なもの」）、医療法人社団あべクリニックがある。人口万対病床数は全
国平均が 年厚生労働省「医療施設調査」 ）によれば なので、国内で比較すると精神科病床数は著
しく少ない。障害福祉サービス事業所では、名寄市に相談支援事業所が か所、就労支援事業所が か所あ
る 。名寄市の精神障害者保健福祉手帳の交付状況は、 年度で 級 人、 級 人、 級 人とな
っている 。自立支援医療 精神通院医療 の申請状況は公表されたデータはないが、名寄市役所への照会の

























年 月 事柄 
1909 年  名寄教会創立 
1937 年 11 月 名寄町立病院開設 
1956 年 4 月 市制により名寄市立病院に改称。6 月、精神科設置 50 床 
1957 年 6 月 精神科 50 床増床（100 床）。7 月、総合病院の承認を受ける 
1960 年  日本キリスト教団道北クリスチャンセンター設立（宣教師・ハウレット氏） 
1961 年  熊谷豊次医師、名寄市立総合病院精神科着任 
1963 年 8 月 精神科 45 床増床（145 床） 
1971 年 12 月 精神科病棟新築 
1972 年 4 月 名寄地区精神衛生協会発足 
1973 年  名寄地区精神障害者家族会設立 
1976 年 1 月 精神科 20 床増床（165 床） 
1979 年 4 月 道北クリスチャンセンター主事に岸本芳朗氏が着任 
1981 年  宣教師・ハウレット氏が名寄を離れる 
7 月 名寄保健所に社会復帰学級「ひまわり学級」設置 
1983 年 2 月 道北地区精神障害回復者授産事業所・生伸園設立 
3 月 通勤寮・名寄緑ヶ丘寮設立(設置主体：名寄地区精神障害者回復者福祉協会) 
寮長に岸本芳朗氏就任 
7 月 回復者クラブ「グリーン・サークル」発足 
1984 年 9 月 緑ヶ丘共同作業所仮開所(翌年 4 月に正式開所) 
1985 年 6 月 名寄地区精神障害者家族会名寄支部「緑心会」発足 
1989 年  緑ヶ丘寮給食組合発足 
 名寄新聞に岸本芳朗氏による「緑ヶ丘寮の日々」が連載 
1990 年 3 月 社会福祉法人道北センター福祉会誕生 
1992 年 9 月 名寄市立総合病院精神科改修工事竣工 
1993 年 4 月 緑ヶ丘授産所が「デイケア部」と「作業部」の 2 部体制に編成 
1995 年 10 月 道北センター福祉会がグループホームを開設(「旭東コーポ」「楓コーポ」) 
1996 年  岸本芳朗氏が名寄を離れ、社会福祉法人塩谷福祉会へ 
4 月 道北センター福祉会理事長にロバート・ウィットマー氏就任 
2000 年 4 月 道北地域生活支援センター「いきぬき」開所 
2006 年 5 月 名寄市と風連町の合併で 2つの家族会（名寄地区精神障害者家族会名寄支部「やすらぎ会」、名寄地区
精神障害者家族会風連支部「風の友の会」）が統合され、名寄地区精神障害者家族会「やすらぎ友の会」
設立、会長に村上義一氏が就任 
















号（ 年分の年報だが、発行は 年 月）によれば、当時全道で病院家族会は ヵ所あったという
。『精神衛生センター年報』第 号に掲載されている、伊東ら「北海道における精神科医療圏について」に
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会及び、全国の教会等からの寄付であった（ 年 月 日インタビューより）。岸本もまた、「地区家族会
万円、道北センター（教会） 万円。この数字は‘ 年～’ 年にかけて、寮、作業所開設の為にそ
れぞれが行った募金の総額である。また、地方市町村からも合計 万円の助成を受けた」としている 。
当初 名が市立病院から退院して入所したとのことで、部屋は個室、食事はパートのスタッフが提供し、入







































寮」の定員は 名で 名の利用者（男性 名、女性 名）がいた。年齢は 歳から 歳までで、平均年
齢 歳である。入寮時期も開設時から 年 月までと様々である（入寮期間は原則 年であるが 年
以上が 名中 名）。就業の状況は、臨時の建設作業員 名、職親制度による食品製造工場勤務 名、「生伸
園」（しめ縄作業の授産所）注 名、「緑ヶ丘共同作業所」 名、寮の給食補助 名であり、生計維持の主た
る手段は 名が建設作業による給与、 名が障害年金、 名が生活保護（予定 名含む）となっている。なお、
開設時から 年 月までの入寮者は合計 名（男性 名、女性 名）、卒寮者 名（男性 名、女性






































































名寄市立大学コミュニティケア教育研究センター 年報 第２号（通巻 号）（ ）
 
の仕事をする。近い将来に就労を目指す」）の グループ体制になり、作業部が「僕らは街の便利屋さん」と










































































名寄市立大学コミュニティケア教育研究センター 年報 第２号（通巻 号）（ ）
 
名寄市立総合病院開院 周年記念誌編集委員会： 年のあゆみ． ．
名寄市立総合病院記念誌編集委員会：名寄市立総合病院開院 周年・新築 周年記念誌． ．
総務省自治行政局：住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数に関する調査（平成 年）
（ ）
厚生労働省：平成 年（ ）医療施設調査， （ ）
名寄市：障がい福祉便利帳．名寄市役所健康福祉部社会福祉課， ．
名寄市：平成 年度福祉サービス事業等の実績．名寄市役所健康福祉部社会福祉課， ．
佐古和廣：名寄市立病院 年の歴史と未来．名寄市立病院医誌． ： — ， ．
岸本芳朗：緑ヶ丘寮の形成とその背景について．精神障害と社会復帰， ： ， ．
道北センター福祉会：緑ヶ丘． ， ．
犬塚弘：地区精神保健協会活動だより―名寄地方精神保健協会― 心の健康， ： ，
岸本芳朗：＜施設めぐり＞精神障害回復者社会復帰施設，名寄緑ヶ丘共同作業所・緑ヶ丘通勤寮．旭川精神衛生． ： ，
．
北海道精神衛生センター：民間団体の活動．精神衛生センター年報． ： ， ．
伊東嘉弘，佐々木敏明，樋口治子，植村登志子，黒田知篤：北海道における精神科医療圏について．精神衛生センター年報．
： — ， ．
名寄市立総合病院事務部総務課：名寄市立総合病院の概要，
永井順子：戦後精神衛生における「社会復帰」概念の検討．旭川大学保健福祉学部研究紀要． ： ， ．




精神医学． ）： ， ．
道北センター福祉会：緑ヶ丘． ， ．
岸本芳朗：緑ヶ丘寮の日々 第 回～第 回 ．名寄新聞． ．
谷中輝雄：生活支援，精神障害者生活支援の理念と方法．やどかり出版， ．
道北センター福祉会：緑ヶ丘． ， ．
岸本芳朗：第 回北海道公衆衛生学会シンポジウム，社会復帰施設の立場から．北海道公衆衛生学雑誌．： ， ．
道北センター福祉会：緑ヶ丘． ， ．
道北センター福祉会：緑ヶ丘． ， ．
野口剛志：第 回有床総合病院精神科フォーラム シンポジウムⅣ 地域有床総合病院精神科の魅力，僻地総合病院精神
科の復興と発展をめざして―精神科医療過疎地域での取り組み― 総合病院精神医学． ： ，
道北地区精神障害回復者授産事業所生伸園：生伸園要覧，発行年不明（北海道立図書館北方資料室所蔵）．
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